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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

【 問題 と 目 的 】  

近 年、 子 育 て 困難 を 抱 え る世 帯 が 増 加し 、 予 防 的な 子 育 て 支援 の 必 要 性が 高 ま っ てい る 。 特 に養

育 者支 援 プ ロ グラ ム は 要 支援 児 童 の 養育 者 に 対 して 一 定 の 効果 が 示 さ れて い る 一 方で 、 困 難 が顕 在

化 する 前 の 一 般家 庭 を 対 象と し た 予 防的 ア プ ロ ーチ と し て の効 果 検 証 は国 内 で 十 分に 進 ん で いな

い 。こ の た め 、地 域 で ど のよ う に 養 育者 支 援 プ ログ ラ ム を 導入 し 、 安 定し た 養 育 環境 の 形 成 に寄 与

で きる か に つ いて の 実 証 的知 見 が 不 足し て い る 。本 研 究 で は、 地 域 の 子育 て 世 帯 を対 象 と し て、 ポ

ピ ュレ ー シ ョ ンア プ ロ ー チと し て 実 施可 能 な 養 育者 支 援 プ ログ ラ ム  CARE を導 入 し 、そ の 効 果 を明

ら かに す る こ とを 目 的 と した 。 具 体 的に は 、 子 育て 不 安 の 軽減 、 孤 立 感の 緩 和 、 地域 的 つ な がり の

形 成な ど 、 子 育て を 取 り 巻く 心 理 ・ 社会 的 指 標 にど の よ う な変 化 が 生 じる か を 検 証す る こ と で、 予

防 的子 育 て 支 援の 有 効 な 在り 方 を 提 示す る こ と を目 指 し た 。  

 

【 方法 】  

東 京学 芸 大 学 近隣 の 住 民 を対 象 に 参 加者 を 募 集 し、 同 意 が 得ら れ た 者 を実 施 群 20 名、 待 機 群 20

名 に割 り 付 け た。 解 析 に は、 事 後 デ ータ が 得 ら れた 実 施 群 12〜 13 名 、 待機 群 14 名 を用 い た 。 両群

に はプ ロ グ ラ ム実 施 前 と 3 週 間 後 に 同一 内 容 の web ア ン ケ ート を 実 施 した 。 調 査 では 、 地 域 コミ ッ

ト メン ト 、 孤 独感 、 ソ ー シャ ル ネ ッ トワ ー ク 、 抑う つ 傾 向 、育 児 ス ト レス の 5 尺 度を 使 用 し 、合 計

得 点を 分 析 対 象と し た 。 解析 に は 、 事後 得 点 を 従属 変 数 、 群を 独 立 変 数、 事 前 得 点を 共 変 量 とす る

共 分散 分 析 （ ANCOVA） を 用い た 。 デ ータ は 匿 名 化し 、 東 京 学芸 大 学 倫 理審 査 委 員 会の 承 認 を 得て 実

施 した （ 受 付 番号  903）。  

 

【 結果 】  

分 析の 結 果 、 育児 ス ト レ ス総 得 点 に おい て 、 実 施群 が 待 機 群よ り 有 意 に低 い 得 点 を示 し

（ p=.001）、 CARE は 育 児 スト レ ス 全 体の 低 減 に 効果 を 及 ぼ すこ と が 示 され た 。 下 位尺 度 で は 、 PSI 子

ど も得 点 に 有 意傾 向 （ p=.051）が み ら れ、 PSI 親 得点 は 有 意 では な か っ たも の の 、 いず れ も 実 施群 が

低 い方 向 の 変 化を 示 し た 。一 方 、 地 域コ ミ ッ ト メン ト 、 孤 独感 、 ソ ー シャ ル ネ ッ トワ ー ク 、 抑う つ

に つい て は 群 間に 有 意 差 はみ ら れ な かっ た 。 短 期間 の 測 定 で大 き な 変 化が 生 じ に くい 領 域 で ある こ

と 、ま た サ ン プル 数 の 影 響も 考 え ら れる 。  

 

【 考察 】  

本 研究 に よ り 、 CARE の 導 入が 育 児 ス トレ ス 、 と りわ け 総 合 的な ス ト レ スの 低 減 に 寄与 す る 可 能性

が 示さ れ た 。 親と 子 ど も の下 位 尺 度 では 個 別 の 有意 差 は 得 られ な か っ たも の の 、 両尺 度 で 小 規模 な

改 善が み ら れ 、そ の 積 み 重ね が 総 得 点に お い て 明確 な 群 間 差と し て 表 れた 点 は 注 目に 値 す る 。こ れ

は 、子 育 て 初 期に み ら れ る多 面 的 な 心理 的 負 担 が緩 和 さ れ 、親 子 関 係 全体 の ス ト レス 低 下 に つな が

っ たこ と を 示 唆す る も の であ る 。 一 方、 地 域 的 つな が り や 孤独 感 、 社 会的 ネ ッ ト ワー ク と い った 社

会 的指 標 に は 変化 が み ら れず 、 こ れ らの 領 域 は 短期 間 の 介 入で は 変 化 しに く く 、 継続 的 な 支 援や 関

係 構築 を 通 し て効 果 が 表 れる 性 質 を 持つ こ と が 考え ら れ る 。以 上 の こ とか ら 、 本 プロ グ ラ ム は予 防

的 支援 と し て の有 効 性 が 示唆 さ れ て おり 、 地 域 での 継 続 的 な実 施 や 対 象者 の 拡 大 を通 じ て 、 一般 化

可 能性 や 長 期 的効 果 の 検 証を 進 め て いく 必 要 が ある 。  

 

【研究成果発表方法】 

・日本子ども家庭福祉学会第 27 回全国大会に て 口 頭発 表 （ エ ン ト リー 予 定 ）  
・ A Community-Based  Pi lo t  Tria l  o f  the  CARE Pro gram:  Pre ventive  Ef fec ts  on  Parenting Stress  
Among  Care give rs . ,  M.  Iwasaki . ,  Di sco ver  Pub l i c  Heal th（執 筆 中 ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


